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資料１－１ 



 ＰＣＢ（Polychlorinated biphenyl：ポリ塩化ビフェニル） 
    ビフェニルの水素が１～10個の塩素に置換した化
合物の総称。 

 

 

 

 水に溶けない、化学的に安定、電気絶縁性が高いな
どの性質をもつ、工業的に合成された化合物。 

 

 

 

 電気絶縁性等の性質により、主として、絶縁油、 熱
媒体、感圧複写紙に使用されていた。   

ＰＣＢとは 
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 環境中で分解されにくい(難分解性) 

 脂溶性で生物濃縮率が高い（生物蓄積性・濃縮性） 

    ～食物連鎖などで生物の体内に濃縮しやすい 

 揮発性で大気経由の移動がある（揮散・移動性） 

PCB の有害性 

ＰＣＢの有害性 
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 水、底質や生物など広範囲に残留 

 周辺でPCBを使用していない極地の人・野生生物、遠洋の魚介類等にもPCB
汚染が拡大 

 209種類のPCBの異性体のうちの12種類の総称。 

 ダイオキシン類の一つと位置づけられている。 

 毒物や劇物に相当する強い急性毒性はないが、長期間の摂取により体内に蓄積 

 ヒトについては、目やに、まぶたの膨張、爪や口腔粘膜の色素沈着・黒化、    
座瘡様の発疹(ニキビ)、 肝臓肥大と機能不全 等 が報告されている。 

 コプラナーＰＣＢ 
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高圧トランス（変圧器） 
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高圧コンデンサ 


